
地域で研修医をしながら、ハーバード等の海
外大学院で学位を取得できる海外留学支援制
度を柏崎市に続き、佐渡市、村上市、小千谷
市、燕労災病院が創設します。

1令和３年８月６日



１ 新潟県の医師不足の状況について
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国が示した医師偏在指標では、本県は全国47位に位置づけられた。

医師偏在指標に基づく本県の状況について
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• 「新潟県医師確保計画（令和２年３月策定）」において、将来時点（2036年）の必要医師数

は1,534人、また、これまでの取組等に加え地域枠の追加設定や臨床研修医の確保などにより

年間109人の養成数の増加が必要とした。

• 一方、県内の臨床研修医数は100名前後で推移しており、この追加が必要な年間養成数を満た

すために、200名以上の臨床研修医等確保が必要

新潟県の医師確保に向けた対応等について
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２ 海外留学支援制度の創設について
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海外留学支援制度

・新潟県内の市町村（柏崎市に続き、佐渡市、村上市、小千谷市）

がオンライン海外留学を支援

・初期研修期間中に海外大学院で学位が取得できる

・ハーバード大学院でＭＰＨ（公衆衛生学修士）も取得可能

66



スキルを身につけて地域の課題を解決する

コンセプト ・海外留学で身につけたスキルを活かして、

新潟をフィールドに地域の課題を解決

・地域医療にも貢献

・経験を活かして世界でも貢献する人材を育成
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・新潟県内の市町村において、所在する臨床研修病院と連携し、

海外留学を支援する制度を創設

・臨床研修中に、オンラインによりハーバード大学等のＭＰＨ

（公衆衛生学修士）などの学位等が取得可能

・地域の課題があふれた新潟県をフィールドに、臨床研修の期間

中やその後も含め、取得したスキルを活かし課題を解決

背景
・近年、臨床研修をしながら＋αの能力を身につけたいと

考える学生が増加

・オンラインで海外有名大学の学位等が取得できるコースも急増

概要

88



臨床研修医向けオンライン海外留学支援制度
・臨床研修の２年間、休日や時間外の自己研鑽として実施

・オンライン等でハーバード大学などでMPH(公衆衛生学修士)等の学位取得可能
・最大1,000万円＋旅費を支援、地域医療への貢献などの条件あり

❶柏崎総合医療ｾﾝﾀｰ ❷佐渡総合病院 ❸村上総合病院 ❹小千谷総合病院 ❺燕労災病院

臨床研修病院 基幹型病院 協力型病院

対象者 当院の臨床研修医 当院の臨床研修医 当院の臨床研修医 当院で研修する県内基幹
型病院の臨床研修医

当院で研修する県内基幹
型病院の臨床研修医

支援限度額
（２年間）

1,050万円
※旅費含む

1,050万円
※旅費含む

1,050万円
※旅費含む

1,050万円
※旅費含む

1,050万円
※旅費含む

地域医療への貢
献など条件

※①、②の場合はい
ずれかでOK

①非常勤ｻﾎﾟｰﾄDr
日当直72回程度

②常勤2年以上勤務

政策提言書提出後、佐
渡市政策アドバイザー
に一定期間就任

原則常勤２年以上勤務
※状況に応じ非常勤ｻﾎﾟｰﾄDr
での勤務も可
※海外留学のパターンによっ
て免除要件は異なる

①非常勤ｻﾎﾟｰﾄDr
日当直72回程度

②常勤2年以上勤務
※海外留学のパターンによっ
て免除要件は異なる

燕労災or県央基幹病院
で、臨床研修期間含む
2年以上勤務
※海外留学のパターンによっ
て免除要件は異なる

備考 ハーバード留学のみ 他に生活支援等の補助有
燕労災病院は、2023年度に
新病院・県央基幹病院になり
ます。
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学習内容
・統計、疫学、医療ビッグデータの扱い、臨床研究手法

・医療マネジメント、感染症など領域別疫学、医療経済

カリキュラム • 現地（６月 １ヶ月 ×２回）
• オンライン講義 （９月～５月 ×２回）

ハーバード公衆衛生学修士 オンライン疫学専攻

特色

・医療ビッグデータの扱いに強い教授陣
（イスラエルのコロナワクチンエビデンスをまとめた、

Miguel Hernanもハーバード公衆衛生の教授）
・モデルナのワクチンを開発したKizzmekia S. Corbett博士
も、6/14からハーバード公衆衛生の助教授に
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３ イノベーター育成臨床研修コースの創設について
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イノベーター育成臨床研修コース

・しっかりと臨床能力を養いつつ、MBA、MPH、イノベーション、

起業に共通する必須能力であるマネジメント・変革力を座学＋

実践を通して身につける２年間のプログラム

・スタンフォードMBA、慶応MBA、ハーバードMPHなど様々な

キャリアを持つ講師陣

・２０２１年夏、募集開始。２０２２年４月スタート。定員37名。
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地域に根ざしたハードルと課題がある

海外留学支援、イノベーター育成臨床研修コースを創設

広い県土

十分なチャンスとイノベーションの土壌

Why 新潟？

分散する人材
医療ICTの

土台
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・新潟県内の市町村（柏崎市など）において、所在する臨床研修
病院と連携し、海外留学を支援する制度を創設（2021年夏募集開始）

・臨床研修中に、オンラインによりハーバード大学等のＭＰＨ

（公衆衛生学修士）などの学位等が取得可能

・地域の課題があふれた新潟県をフィールドに、臨床研修の期間

中やその後も含め、取得したスキルを活かし課題を解決

背景
・近年、臨床研修をしながら＋αの能力を身につけたいと

考える学生が増加

・オンラインで海外有名大学の学位等が取得できるコースも急増

概要
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医療でいい仕事をするには「変革力」が必要

「新たなこと」をやろうとすれば、壁にぶつかり、ストレスがかかり、

軋轢が生じ、挫折する。

だから、新たなことをうまくいかせる「コツ」＝変革力が必要

勉強会
立ち上げ

新しい研究の
データ収集

病棟再編

１．わたしたちが問題と思っていること
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再現性がある学問で、世界には学ぶ場があるが日本にはなかった

初期研修をしながら学べる場を新潟に創る

わたしたちが育てたい医師の力 ＝ 変革力

思考力
ロジカルかつ仮説思考
マクロかつミクロな視点

実践力
人を動かす
チームを動かす
組織を動かす

創造力
テクノロジーを理解
新規性の創造

人脈力
人に恵まれ、人の中で生きる

17



天 地 人

強力な実践力 地域に根ざした課題 情熱溢れる人脈

２．わたしたちが提供するもの

スキル ハードル
ネット
ワーク
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MBA/MPHの領域から、特に重要な科目に絞る

強力なスキルと実践力天

クリティカルに
考える

人を
動かす

最新技術を
操る

ロジカルシンキング／
仮説思考

リーダーシップ／
組織とチーム

(組織行動理論)／
交渉学／マーケティング

イノベーティブ思考・
テクノロジー
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実践
（プラクティス）

座学
（フレーム）

振り返り
（フィードバック）

濃厚なメンタリング 座学を補完するケース

一流のゲストの経験から学ぶ

高速回転

強力なスキルと実践力天

エビデンスに基づく成長サイクルを高速で回していく
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１年目

エッセンシャル
講座

リーダーシップ

マーケティング①

組織とチーム

プロジェクトワーク①
意志決定

定量分析

文献検索

２年目

マーケティング②
交渉学・
紛争解決

総仕上げ プロジェクトワーク②
イノベーティブ思考
・テクノロジー②

イノベーティブ思考
・テクノロジー②

カリキュラム（案）

４月 ５月 ６月 ７月 11月10月９月８月 12月 ３月２月１月

４月 ５月 ６月 ７月 11月10月９月８月 12月 ３月２月１月

ロジカルシンキング

ロジカルシンキング
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十分なチャンスとイノベーションの土壌

地域に根差したハードルと課題(Why 新潟）地

広い県土 分散する人材 医療ICTの土台
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講師 メンター 同期・同窓

情熱と思いがこもったネットワークと人脈力人

MBA医師
経営・変革のプロ

イノベーター
海外・国内 多数実績

地元（医療/経営）

共通の問題意識
地域分散

同時に研修
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松本晴樹（Haruki Matsumoto）

新潟県福祉保健部長

ハーバード大学 公衆衛生学修士（MPH）

2006年千葉大学卒業後、宮城県石巻赤十字病院での初期研修終了。湘南鎌倉
総合病院救急総合診療科の後期研修（1年）を経て厚生労働省に入省。母子保健、
診療報酬などの担当を経て、2016年よりハーバード公衆衛生大学院/医療政策専
攻に留学。帰国後、2018年より厚生労働省医政局地域医療計画課にて、
COVID-19対策にも従事し、2020年より現職。

講師陣（予定）
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裵 英洙（Eishu HAI）

ハイズ株式会社 代表

慶應義塾大学 特任教授

医学博士、経営学修士（MD、Ph.D、MBA）

1998年医師免許取得後、金沢大学第一外科（現：先進総合外科）に入局、金沢
大学をはじめ北陸3県の病院にて外科医として勤務。その後、金沢大学大学院に
て外科病理学を専攻。

病理専門医を取得し市中病院にて臨床病理医として活躍。勤務医時代に病院に
おけるマネジメントの必要性を痛感し、10年ほどの勤務医経験を経て、慶應義塾
大学院経営管理研究科（慶應ビジネススクール）に入学。

現在はハイズ株式会社（代表）を設立し、様々な活動を行い、若手医師からの
人気も高い。

講師陣（予定）
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物部 真一郎（Shinichiro MONOBE）

株式会社エクスメディオ 取締役

高知大学医学部 特任准教授

スタンフォード大学 経営学修士（MBA）

高知医科大学卒後、精神科医として精神科病院に入職。臨床経験上の問題解決
のため、2013年Stanford Graduate School of Business(GSB)に入学、2015年
MBA取得。在学中に米国内での遠隔医療の広がりを見て日本医療の問題解決に繋
がると確信し、2014年12月エクスメディオ創業。2018年度より高知大学医学部
特任准教授として医療経営学の講座を担当。

2017年1月9日号の日経ビジネスにおいて2017年度の医療界のリーダーの二人
のうちの1人として取り上げられる。

講師陣（予定）
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加藤 浩晃（Hiroaki KATO）

アイリス(株)取締役副社長

元厚生労働省

医師、眼科専門医。専門は遠隔医療や医療AIなどデジタルヘルス。

診療に従事しながら手術器具や遠隔医療サービスを開発。

2016年厚生労働省に出向し、医政局室長補佐として法律制定や政策立案に従事。

退任後、AI医療機器開発のアイリス（aillis.jp）を共同創業し取締役副社長CSO

講師陣（予定）
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病院名 定員 病院名 定員

新潟大学医歯学総合病院 2 厚生連佐渡総合病院 6 

県立がんセンター新潟病院 3 県立十日町病院 2 

立川綜合病院 8 厚生連上越総合病院 1 

長岡赤十字病院 1 厚生連村上総合病院 2 

県立中央病院 1 厚生連新潟医療センター 2 

済生会新潟病院 1 信楽園病院 1 

下越病院 2 魚沼基幹病院 1 

厚生連柏崎総合医療センター 4 合計 37 

イノベーター育成臨床研修コースの対象病院・定員等一覧
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（参考）
MPH（公衆衛生学修士）とは
MPHとは、 Master of Public Healthの略

日本語では「公衆衛生学修士」

国際的に広く認知されている公衆衛生専門学位で、欧米では100年以上の歴史あり。公衆衛生
専門学位に対する評価は今後ますます大きくなると期待されている。

MBA（経営学修士）とは
MBAとはMaster of Business Administrationの略。

日本語では「経営学修士・経営管理修士」

MBAコースの目的のひとつは、企業経営の実務家を育成すること。純粋な研究とは異なり、
ビジネスの現場で活用できる学びを提供することに重きが置かれている。
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